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１ 埋蔵文化財発掘調査を実施する目的 

  県道玉名立花線（河崎工区）活力創出基盤事業に

おける道路拡幅工事に伴う埋蔵文化財発掘調査 

 

２ 調査期間 令和２（２０２０）年７月７日から 

令和２年１０月１６日            

 

３ 調査面積 828 ㎡ 

 

４ 調査主体 熊本県教育委員会 

 

５ 調査補助委託 株式会社埋蔵文化財サポートシステム 熊本支店 

 

６ 調査で見つかった主な遺構 

（１） 中世 土手状
どてじょう

遺構
い こ う

 溝状
みぞじょう

遺構
い こ う

 

（２） 古代 土手状遺構 水田 溝状遺構 竪穴建物 土坑
ど こ う

 土坑
ど こ う

墓
ぼ

 

（３） 弥生時代後期 竪穴建物 土坑 柱穴 

（４） 弥生時代中期 土坑 甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

  

 

 

 

７ 今回の調査で分かった事 

  今回の調査の目的は玉名平野における古代から中世にかけての水田の記録保存

を行うことでした。調査にあたっては北側を１区、南

側を２区と設定しました。北側の１区は周辺よりやや

微高地になっており表土を除去すると近世の初め頃

の層が厚く堆積していました。この近世層には中世か

ら弥生時代にかけての遺物が多量に含まれているこ

とから、近世に土地を作り直しているようです。残念

ながら１区では、水田を確認することが出来ませんでしたが、古代の竪穴建物や

土坑と弥生時代の竪穴建物、土坑、小型の甕棺墓などが見つかりました。また古

代の土壙墓（１０世紀頃）から残りの良い人骨が見つかりました。この時代の古

人骨が見つかることは珍しく当時の日本人を知る貴重な資料となるでしょう。

南側の２区からは中世の層から溝状遺構が見つかり、生産遺跡である可能性が

強まりました。古代の層からは土手状遺構と溝状遺構が見つかり、これらは水田

耕作が行われたことを示す重要な証拠だと考えられます。今回の調査では、玉名

平野の当時の暮らしを復元できる貴重な調査結果を得られました。 

 

Ⅰ層（表土） 

Ⅱ層（近現代） 

Ⅲ層（古代～中世） 

Ⅳ層（弥生時代） 

Ⅴ層（無遺物層） 

Ⅵ層（砂層） 

基本層序 

九州新幹線 新玉名駅 

調査地 

玉名市役所 

位置図 
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1 区 遺構配置図 

 

 

２区 遺構配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＩ２ 
ＳＩ１ 

ＳＫ４ 

ＳＫ１８ 

ＳＤ１ 

ＳＸ３ 

ＳＩ１ 竪穴建物 （弥生時代） 

ＳＩ２ 竪穴建物 （古代） 

ＳＫ４ 土壙墓 （古代） 

ＳＤ６・７ 


